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(8/7.大上戸川ほか市内一円)

私たちの美しい郷土から、ごみや空き缶、

雑草などを無くそうと 8月7日、市内一斉に

行われた「市民大清掃」。

各家庭の周辺、道路、公園、河川などに散

乱していたごみや空き缶が集められ、また生

い茂っていた雑草も、皆さんの協力でみるみ

るうちに刈り取られて、スッキリとなりまし

た。

参加された市民の皆さん、早朝から本当に

ご苦労様でした。

時 停911-5
Na 7776 

ー.-
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平成 6年 9月号広報おおむら

獅子舞

第
布
団
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
は
8

月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
行
わ
れ
、
太
鼓
や
鐘
、

踊
り
な
ど
大
村
の
夜
は
ま
つ
り
一
色
。

3
日

間
延
べ
約
却
万
人
(
主
催
者
発
表
)
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

宵
ま
つ
り
の
8
月
1
日
は
、
臼
島
の
半
周

を
取
り
巻
く
全
長
8
0
0
m
の
大
ナ
イ
ア
ガ

ラ
な
ど
5
0
0
0
発
の
花
火
大
会
、
臼
島
大

か
が
り
火
で
ま
つ
り
の
幕
開
け
で
す
。

8
月
2
日
・

3
日
の
本
ま
つ
り
で
は
、
駅

前
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
無
事
を
祈
つ

た
市
内
包
神
社
合
同
に
よ
る
夏
越
大
祭
や
奉

納
演
芸
、
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
、
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ゆ
か
た
納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
エ
ス
夕
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
恒
例
の
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
怠
ど
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
田
年
に
新
し
く
生
ま
れ
た
「
お
お
む

ら
夏
越
ま
つ
り
」
は
市
外
か
ら
の
見
物
客
も
多

く
な
り
、
市
を
代
表
す
る
ま
つ
り
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
ま
し
た
。

8
0
0
m
の
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど

臼
島
大
か
が
り
火
全
長

5
、
0
0
0
発
の
花
火
大
会
。

本町 2区

まつりに20万人=

(C 

( 

正}

E 

おおむら夏越=第15回

かわいい子どもみこし舞も登場

ネグ/ジ ベ ¥ J 

ちび、っこに大人気「たのしか

広場J
「ゆかた納涼コンテストJ子どもから大人

まで参加。ゆかた姿は本当にいいもので

すね。

C) 

趣向を凝らし、独創的な踊りが披露された「おおむら音頭コ

ンテストj。子どもから高齢者まで26チーム約1，000人が出場。

勇
壮
な
湯
布
院
の

源
流
太
鼓
も
友
情
出
演

たのしい人間もぐらたたき
[ちびっこバラエティ広場j

力の入った取り組みに、大声

援 rちびっこ相撲大会j

次
の
手
は
こ
れ
だ

l

「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」

リズムに合わせてフィーバー。若者に人気がある

「ミュージックフェスタJ。
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海
，
・
よ
み
が
え
れ
、
母
な
る
海
よ

全
国
閉
鎖
性
海
域
環
境
保
全

連
絡
会
が
発
足

こ
の
会
は
、
大
村
湾
の
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
u

が
代
表
設
立
世
話
人
と
し
て
、
国
内
の

閉
鎖
性
海
域
を
持
つ
す
べ
て
の
地
域
に
「
全
国
の
閉
鎖
性
海
域
保
全

グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

約200人が出席して聞かれた設立総会

(7/29・ハウステンポ、ス)

環
境
問
題
が
地
球
規
模
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
全
国
閉

鎖
性
海
域
環
境
保
全
連
絡
会
の
設

立
総
会
が
7
月

m日
、
佐
世
保
市

の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
で
聞
か
れ
ま

し
た
。代

表
設
立
世
話
人
の
大
村
市
長

が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
役
員
選

出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
大
村
市
長
、

副
会
長
に
愛
知
県
豊
橋
市
長
、
静

川
や
海
を
き
れ
い
に

す
る
の
は
あ
な
た
で
す

い
ま
、
大
村
湾
の
水
質
は
年
々

汚
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
口

そ
の
汚
れ
の
原
因
は
、
約
6
割

が
生
活
排
水
と
い
う
調
査
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

実
は
、
家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
に
よ
り
大
村
湾
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課

岡
県
湖
西
市
長
、
監
事
に
松
浦
市

長
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、

①
閉
鎖
性
海
域
の

環
境
保
全
と
適
性
利
用
を
推
進
、

②
閉
鎖
性
海
域
の
対
策
に
関
す
る

情
報
交
換
や
啓
発
、
③
連
絡
会
の

加
入
促
進
な
ど
に
つ
い
て
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

学

習

会

日

程

期日 場 所 地区

9月5日(月) 三浦出張所 三浦

6日ω 鈴田出張所 鈴田

7日(水) 市コミセン 大村西大村

8自体) 福重出張所 萱j頼・竹松・福重

9日(金) 松原出張所 松原

友情の輪広が石

車、いすツインバスケット

ボール大会開催/

午後7時~8時30分

二第1固琴の湖杯西日本選彼大村大会=)J 
歓迎の心を込めて記念品を作る社協
婦人部の皆さん(7/5・市福祉センター)

時間

三
城
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

(
西
山
俊
行
会
長
)
の
婦
人
部
の

皆
さ
ん
約
初
人
は
、

7
月
お
日
・

白熱した戦いが行われた車いすツインバス

ケットポール大会 (7/23・市民体育館)

重
度
堕
舌
者
の
た
め
の
特
別
ル
ー

ル
を
採
用
し
た
車
い
す
ツ
イ
ン
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
長
崎
県

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

な
ど
主
催
)
が
7
月
幻
日
・

μ
目、

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
選
抜
、
奈
良
、

高
知
県
の
ほ
か
九
州
各
県
か
ら
叩

チ
l
ム
、
選
手
ら
約
3
0
0
人
が

ょ
う
こ
そ

大
村
ヘ
/

参
加
、
開
会
式
で
は
、
市
長
が
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
本
県

代
表
・
長
崎
シ
ャ
ド
ウ
ナ
イ
ツ
の

中
島
吉
則
選
手
が
「
力
の
限
り
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
、
早

速
、
気
合
い
の
入
っ
た
は
つ
ら
つ

と
し
た
見
事
な
プ
レ
ー
を
披
露
。

ゴ
l
ル
が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
、
頚
椎
損
傷
者
な
ど
を
中
心

と
し
た
チ
I
ム
で
プ
レ
ー
す
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
通
常
の
ゴ
ー

ル
と
も
う

一
つ
、
床
高
さ
1
・
2

メ
ー
ト
ル
の
ゴ

I
ル
が
あ
り
、

2

つ
(
ツ
イ
ン
)
の
ゴ
l
ル
に
障
害

の
程
度
に
合
わ
せ
て
シ
ュ

l
ト
し

得
点
を
競
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
今
後
、
毎
年
大

村
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

4 -

手
作
り
の
記
念
品
で
大
歓
迎

引
抗
日
両
日
、
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
、
第
1
回
琴
の
湖
杯
西
日

本
選
抜
車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
村
大
会
の
参
加
者
2

0
0
人
全
員
に
手
作
り
の
記
念
品

を
贈
っ
て
歓
迎
を
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
品
は
カ
ラ
フ
ル
な
和
紙
の

割
り
ば
し
入
れ
と
切
り
絵
の
歓
迎

あ
い
さ
つ
文
で
す
。

作
業
は
材
料
費
を
含
め
て
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

社
協
婦
人
部
の
皆
さ
ん
は
、

「
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
を
込
め
な
が
ら
作
ら
れ
ま
し
た
。
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会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職

し
て
3
か
月
後
に
転
職
し
ま
す
。
そ
の
聞
は
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
怠
け
れ
ぼ
い
け
ま
せ
ん
か
?

一
h
‘
一

却
歳
か
ら
印
歳
ま
で

一』
，
一
の
聞
は
必
ず
何
ら
か
の

年
金
制
度
に
加
入
し
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
再
就
職
ま
で
の
聞
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
奥
さ
ん
が
第
3
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
も
、
再
就
職

ま
で
の
聞
は
1
号
被
保
険
者
と
な

り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

平成 6年 9月号

(
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
)

広報おおむら

佳
作
「
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」

相
良
智
穂
子
さ
ん
(
本
町
)
の
作
品

詳
し
く
は
年
金
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

。
国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集
中
/

年
金
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

て
い
ま
す
口
詳
し
く
は
8
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
口

。
長
崎
県
国
民
年
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

募
集
中
/

一ア

l
マ
自
由
(
人
物
に
限
る
)

サ
イ
ズ
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
回
切

※
作
品
に
は
題
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
の
こ
と

(
1
人
3
点
ま
で
)

締
め
切
り
叩
月
白
日
間
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
県
国
民
年

金
課
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係
(
〒
制

長
崎
市
江
戸
町
2
j
U
8
0
9

5
8
@
3
1
3
5
)
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

グ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
4

す
こ
や
か
で
豊
か
な
毎
日
を
お

く
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康

診
断
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

と
く
に
成
人
病
は
、
長
い
間
自

分
で
病
気
の
進
行
に
気
づ
か
な
い

も
の
が
多
い
の
で
す
。

健
康
だ
と
自
分
で
感
じ
て
い
る

と
き
か
ら
、
健
康
診
断
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。
症
状
の
な
い
早
期

に
病
気
を
見
つ
け
れ
ば
、
治
る
率

も
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
「
異
常
な
し
」
だ
っ

た
か
ら
来
年
も
「
異
常
な
し
」
と

は
限
り
ま
せ
ん
口
人
間
の
体
は
日
々

刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
年

一
回
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
口
も
し
異
常
が
発

見
さ
れ
れ
ば
、
日
常
生
活
に
気
を

つ
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
治
療
が

必
要
で
す
。
健
診
は
受
け
る
だ
け

で
な
く
そ
の
結
果
を
自
分
の
健
康

管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
月
は
、

6
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

簡
易
水
道
・
市
立
病
院
な
ど

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
の
保
険
料
の
積
立

金
は
、
住
民
生
活
の
安
定
向
上
に

直
接
役
立
つ
よ
う
そ
の
運
用
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
年
金
積
立

金
還
元
融
資
は
、
地
方
公
共
団
体

が
行
、
っ
公
共
施
設
整
備
事
業
資
金

の
一
部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

H
平
成
5
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の
日

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
に

低
利
融
資

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保

険
や
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・

購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
に
必

要
な
資
金
を
低
利
、
長
期
で
融
資

を
受
け
る
の
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ
わ
せ
て
、

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま
い
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
所
の
福

利
施
設
、
保
養
施
設
な
ど
の
充
実

の
た
め
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
東
部
大
村
地
区

簡
易
水
道
事
業

市
立
病
院
事
業
・
・
・
心
臓
血
管
病
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
・
人
工
呼
吸
器

な
ど
の
医
療
機
器

μ
機
種
購
入

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
・
:
し
尿
処

理
施
設
整
備
・
清
掃
運
搬
車
購
入

融
資
額
総
額
叩
億
5
、
0
3
0

万
円

し
尿
処
理
施
設

く
ら
し
に
役
立

郵
便
局
の
簡
保
資
金

郵
便
局
の
「
簡
日
復
険
積
立
金
」

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の

た
め
確
実
・
有
利
な
方
法
で
運
用

さ
れ
、
し
か
も
市
町
村
な
ど
の
地

方
公
共
団
体
へ
の
融
資
を
通
し
て

っ
て
い
ま
す

大村中学校増築

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

H
平
成
5
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の
日

道
路
整
備
:
・
坂
口
皆
同
線
・
杭
出

津
松
原
線

橋
り
ょ
う
整
備
・
:
荒
瀬
橋

基
地
対
策
・
:
上
久
原
芋
掘
手
線
・

西
小
路
排
水
路

公
園
整
備
:
・
池
田
湖
公
園
・
赤
佐

古
公
園

義
務
教
育
施
設
整
備
・
・
・
大
村
中
学

校
増
築
・
桜
が
原
中
学
校
増
築

融
資
額
総
額
1
億
8
、
9
4
0

万
円
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平成 6年 9月号広報おおむら

企珍プレー、好プレーが続出/
(8/7，市営補助グランド)

少年の健全育成、スポーツ振興を図ろうと「少年ソフ

トボール大会」が、 8月6日から 8日までの 3日間、市

営野球場などを会場に行われました。

大会には、小・中学生32チームが参加、猛暑の続く炎

天下の中、珍プレー、好ブレーカt続出。盛んな声援が送

られました。成績は次のとおりです。

小学生の部=①池田新町②乾馬場③富の原2、水主町

中学生の部=①池田新町②池田③大川田、東諏訪

() 

企盛んな声援を受けて
( 7/28，中央小学校)

「市内小学生水泳大会」が7月28日に開かれま

した。元気あふれる児童たちの泳ぎぶりに、父母

や友達から盛んな声援が送られ、終日ブールサイ

ドはにぎわっていました。

大会には市内の小学生 (5・6年の男女)約1， 

000人が参加。種目は、 25m.50m .100mの自由形

や平泳ぎなどが行われ、女子で大会新記録が5つ
生まれました。

鰹ヌ力k
l
 

り
Jヨn斗

門
〈

U/
 

nδ 円，，

釦

パパ

大

。

lr 一
企
h
F
体
感
/
そ
う
快
/
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

ぷ

(大
村
競
艇
場
)

ユ
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
し

合
て
も
ら
お
う
と
、
8
月
6
日
「
少
年
少
女
ゴ

日

ム

ボ

l

卜
大
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

が

こ

の

大

会

は

、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

E

お
よ
び
競
艇
事
業
部
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

低

の

で

、
子
供
会
や
養
護
施
設
の
子
供
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
約
2
5
0人
が
参
泊
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
馬
力
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
新
し
い

企
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ
た

竹
松
ゆ
か
た
ま
つ
り(7

/
幻
・
竹
松
駅
前
通
り
)

地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
恒
例
の
「
竹
松
ゆ
か
た
ま

つ
り
」
が
7
月
幻
日

-m目
、
竹
松
駅
前
通
り
を
会
場
に

行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

昭
和
日
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
ま
つ
り
も
、

2
年
前
か

ら
地
域
伝
統
芸
能
の
復
活
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

会
場
で
は
、
民
踊
協
会
や
民
踊
愛
好
会
に
よ
る
道
行

踊
り
の
ほ
か
、
チ
ビ
ッ
子
オ
リ
工
ン
テ
|
リ
シ
、ク
、
郷

土
芸
能
で
あ
る
原
町
の
「
獅
子
舞
い
」
、
職
場
仲
間
や
家

族
で
ア
イ
デ
ア
を
競
う
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
駅
前
広
場

で
は
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

惨みんなのカでJ11を
きれいに/

(7/31，大上戸川水田橋付近)

川にいる生物の中から

水の状態を知ろうと、郡

川、鈴田川、大上戸川の

3地IKで水質検査が行わ

れました。

7月31日は大上戸川で

実施。地域の子供会やガ

ルスカウト 、大上戸川をきれいにする会など約70人が参加。

すくった生物を観察した結果、カゲロウ類などを確認。今の

ところ、水質階級ではきれいな水に該当しました。

4熱弁を振るう中・高校生
(7/16・市民会館)

社会を明るくする運動の一環として、

大村保護区の「青少年弁論大会」が、 7

月168市民会館で開催。中-高校生21人

が熱弁を振るい、入賞者 4人が県大会に

出場しました。

同大会は、 7月30日商工会議所で聞かれ、

県内各地から選ばれた19人が、平等 ・少年

の非行防止-地域活動への参加など力のこもった意見が発表されました。

本市からは次の2人が優秀賞に輝きました。中学の部では上野友理さ

ん (桜が原2年)高校生の部では伊藤真澄さん (向陽3年)

干
i

耐岬
ふ
マ

凡

す

dw

あ

え
J
1

パ
-
，P

I
p

q
'h

h
吋

寸

鰭

ι芯

ゴ
ム
ボ
ー
ト
も
加
わ
り
、
ボ
ー
ト
選
手
の
操

縦
の
も
と
、
参
加
者
は
本
物
の
ボ
l

ト
コ
ー

ス
を
体
験
。
子
供
た
ち
の
感
想
も
「
お
し
り

が
痛
か
っ
た
け
ど
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

「
来
年
も
ま
た
来
た
い
」
な
ど
、
楽
し
い
夏
の

日
を
過
ご
し
た
声
。か
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
7
月
幻
目
、

8
月
3
1
4
日
は
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会
も
行
わ
れ
、
ヨ
ッ
ト
・

力
ヌ
!
の
試
乗
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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工藤やすゆき氏

安央氏

日時 9月25日(日)、午前10
場所 自動車運転免許試験場

参加料無料

参加者 実技指導を受講するヤン

ショウ・各展示・体験コーナー

内容・工藤氏による

・展示・体験コーナー (ゴ-力

ミ二白バイ乗車記念撮影、一

応募要領 市役所、警察署、

問い合わせ 長崎県支通

"ライ夕、

万津

窃
毎
た
の
ミ
=
ハ
イ
ヲ
隠

保
険
に
加
入
し

τい
ま
曹
か
。
.

2
5
0
C
C
以
下
の
バ
イ
ク
に

の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点

は
車
検
制
度
が
な
い
た
め
に
、
自
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り

賠
責
保
険

(
共
済
)
の
継
続
契
約

ま
す
。

を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

契
約
切
れ
に
な
る
前
に
損
害
保

無
保
険
で
走
る
と
、

6
か
月
以

険
会
社
、
代
理
店、

農
協
で
手
続

下
の
懲
役
、

ま
た
は
5
万
円

以

下

き

を
し
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
〈
だ
さ
い

全
国
消
費
実
態
調
査

9
月
か
ら
日
月
ま
で
の

3
か
月

間
に
わ
た
り
、
全
国
消
費
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
を
家
計

の
面
か
ら
把
握
し
て
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
う
社
会

・
経
済
施

策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
る
も

の
で
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
口

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

H

建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
μ

こ
の
制
度
は
、
国
が
昭
和
ぬ
年

目
月
に
建
設
業
の
労
働
福
祉
対
策

の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
創
設
し
た
も

の
で
す
。
一
般
の
退
職
金
制
度
と

は
異
な
り
建
設
業
界
で
働
く
限
り
、

事
務
所
を
変
わ
っ
て
も
、
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
就
労
し
た
期
間
全
部

を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
業
界
退
職
金
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
建
退
共
長
崎
支
部

(8
0
9
5
8
@
2
2
8
5
)

へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

企加入すると

共済手帳が交付されます

b
J7
一

..1‘理‘1. .ES._l T.'.，'f ..1l..:JI......r&...."''''酎
建霞.過圃金共商事寒本陣

行
方
不
明
者
を
お
さ
が
し
の
人
ヘ

9
月
は
「
行
方
不
明
者
捜
索
強

化
期
間
」
で
す
口

身
寄
り
や
お
知
り
合
い
の
人
で

食
自
殺
す
る
と
言
い
残
し
て
家
出

を
し
た
食
病
気
な
ど
悩
み
を
も

っ

た
ま
家
出
を
し
た
女
就
職
先
、
旅

先
な
ど
か
ら
理
由
も
な
く
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
女
犯
罪
の
被
害
者

に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
な

ど
、
ご
心
配
の
人
は
最
寄
り
の
警

察
の
相
談
室
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
村
警
察
署
刑
事
課
鑑

識
係
(
宮
@
0
1
1
0
)
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一
日
た
り
と
も
気
が
抜
け
な

い
消
防
業
務
。

「
家
族
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
」
と
、
し
み

じ
み
話
さ
れ
た
中
原
さ
ん
は
、

消
防
団
歴
印
年
、

3
年
前
か
ら

第

H
分
団
の
後
援
会
会
長
と
し

て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
安
全
の
た
め
に

労
苦
を
惜
し
ま
ず
精
進
を
重
ね

ら
れ
、
春
に
叙
勲
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
凶
年
に
消
防
団
(
そ
の

時
は
鈴
田
村
警
防
団
と
呼
ば
れ

て
い
た
)
に
入
団
し
た
の
は
、

日
歳
の
時
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
は
、
車
も
な
く
大
八
車
で

じ
や
り
道
を
走
っ
た
と
の
こ
と
。

家すねf

地
織
社
会
の

安
全
の
た
め
に

11 

消
防

マ 団

¢¥¥2 
/ 11 

中
原
正
美
さ
ん

(
中
里
町
・
閃
歳
)

親
子
2
代

全
国
高
校
総
体
出
場

昨
年

m月
に
行
わ
れ
た

「全

九
州
高
校
陸
上
競
技
新
人
大
会
」

で
、
女
子
1
0
0
m
に
優
勝
さ

れ
た
音
田
さ
ん
は
、
現
在
、
大

村
高
等
学
校
の
2
年
生
で
す
口

今
年
5
月
の
県
陸
上
競
技
選

手
権
、

6
月
の
高
校
総
体
と
も

1
0
0
m
2
位、

2
0
0
m
l

位
の
成
績
で
北
九
州
大
会
、
全

国
高
校
総
体
に
出
場
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
経
験
が
来
年
に
向
け
て

の
基
盤
づ
く
り
や
大
き
い
自
信

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

父
親
も
全
国
高
校
総
体
に
出

場
さ
れ
、

1
1
0
m
ハ
ー
ド
ル

優
勝
、
五
種
競
技
3
位
の
実
績
を

お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

11 

隆

上
11 

音
田
真
弓
さ
ん

(
古
町
1
丁
目
・
目
歳
)

() 

平成 6年 9月号

容を
や、

んシ
(8)ヅ
、ヨ

空え
さ 0め
ん
仰例)智

憲さ
二 ん
さい伊7乃) 
ん、

仰同)葉
はち
つや
美ん
さ (3吋) 
ん、

0 

向
り れよ んいピ くたお すウ で
ままくわばちアおっしばお O スおすわ
すす け た つ やノねてたあじ で父 D た
。カ宝んして んをえいちちい メさ し

、かたいはなちまがやち ロん の
すをちまパ らやすたんや ンと 家
ぐすきすレつん O べはん をお は
にるよ o 1てと る、は つ母
なのう ボいわ やは家 くさ 8 
かでだ iてた さ た に つん 人

宅よおい ル、し いけい ては か
A くこは でおは をでて い、 ぞ
紀 ，)なら、 が L 、 つわ、 まハ く

し家族

出口さん家族(平町)

なかよ

広報おおむら

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
(
き
わ
や

か
3
B体
操
)
は
、
中
地
区
公
民

館
で
活
動
を
始
め
て
ち
ょ
う
ど
1

年
目
に
な
り
ま
す
。

3
B依
操
と
は
、

3
つ
の
道
具

(ボ

i
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
ダ
l
)

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
道
具
の

頭
文
(
壬
乞
と
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
初
心
者
や
以
前

ほ
か
の
所
で
体
操
を
し
て
い
た
人

た
ち
で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
毎
日
話
題

昭
和
白
年
に
分
団
長
に
、
そ

の
後
、
市
消
防
副
団
長
を
歴
任

さ
れ
団
員
育
成
に
務
め
ら
れ
ま

し
た
。災

害
が
発
生
す
れ
ば
、
昼
夜

を
問
わ
ず
出
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
消
防
団
。
現
在
、
市
内

に
日
分
団
約
6
4
0
人
の
団
員

が
地
域
の
安
全
の
た
め
に
奮
闘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
団

員
は
定
数
に
満
た
な
い
そ
う
で

す
。特
に
、
若
い
団
員
確
保
が
後

援
会
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
中
原
さ
ん
で
す
が
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さわやか 3B体操

ま
た
、
高
校
生
の
兄
も

l
o
o

m
ス
プ
リ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
陸

上
競
技
一
家
で
育
っ
た
音
田
さ

ん
。幼

稚
園
の
こ
ろ
か
ら
か
け
っ

こ
が
得
意
で
、
小
学
生
の
時
か

ら
い
つ
も
ク
ラ
ス
の
代
表
と
し

て
活
躍
。

「青
田
さ
ん
は
、
親
譲
り
の
素

質
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
陸

上
部
顧
問
の
種
ケ
嶋
先
生
が
話

さ
れ
ま
し
た
。

土ロ
田
さ
ん
の
心
は
も
う
来
年

の
全
国
高
校
総
体
に
照
準
を
合

わ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

() i( 

中

学

校

で

英

語

を

指

導

こちら自由席

市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た

ニ
コ
ル
さ
ん
(
右

)
(
8
/
8
・
市
役
所

南
川
内
に
通
じ
る
市
道
の
傍
ら
に
あ
る
「
長

岡
越
前
・
庄
左
近
太
夫
」
の
塚

(中
岳
町
)

大村合戦史中最大の戦い

中岳 古戦場の跡

こ
の
夏
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
涼
を

求
め
て
多
く
の
市
民
が
、
萱
瀬
・
黒
木

地
区
に
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
だ
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
の

8 -

の
絶
え
な
い
人
、
真
面
目
で

1
回

も
体
操
を
休
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
、

忙
し
い
け
れ
ど
少
し
の
時
間
で
も

体
操
を
し
な
い
と
1
週
間
調
子
が

悪
い
と
い
う
人
の
集
ま
り
で
す
。

健
康
で
若
々
し
い
身
体
を
保
つ

た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
腰
痛

体
操
、
ま
た
、
肩
こ
り
を
ほ
ぐ
す

隼
探
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

優
康
で
安
ら
か
な
心
。

n

健

康
で
美
し
く
u

の
す
て
き
な
願
い

を
こ
め
て
、
今
か
ら
皆
さ
ん
も
美

と
健
康
の
た
め
に
、
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日
毎
週
水
曜
日
、
午
前
日

時
j

U
時
初
分

連
語
冗
石
本
(
宮
@
5
7
3
0
)

(( . ) 

来年 7月まで、中学校の英語指導助手を務め

る米国・ニュージャージー州出身のニコル・パ

ンハウテンさん同が8月8目、市教育委員会に

着任されました。2学期から市内の中学校を訪

問し、英語の指導にあたられます。

ニコルさんは、昨年ニュージャージー州立大

学を卒業され、学生時代にアジアや日本につい

て勉強、「日本の人々とじかに接して、日本の

文化や伝統を学びたいJとのことから派遣教師

に参加されました。

辺
り
で
す
が
、
昔
は
大
村
の
歴
史
を
た
く

さ
ん
生
み
出
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

島
原
半
島
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
有

た
か
ず
み

馬
氏
は
、

8
代
貴
純
に
な
っ
て
勢
力
を
増

し
、
毎
年
の
よ
う
に
大
村
に
攻
撃
を
加
え

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
村
家
四

す
み
こ
れ

と

り

か

ぶ

と

代
の
純
伊
は
萱
瀬
の
鳥
甲
山
に
障
を
は

り
敵
を
待
ち
受
け
ま
し
た
。

文
明
6
年

(
1
4
7
4
)
の
冬
、
大
村

軍
6
0
0
人
は
中
岳
一
帯
で
必
死
に
な
っ

て
戦
い
ま
し
た
が
、
有
馬
軍
総
勢
2
0
0

0
余
人
の
兵
力
の
前
に
破
れ
い

か純
明
は
郡

岳
山
中
に
の
が
れ
、
唐
津
の
加
唐
島
に
落

ち
の
び
ま
し
た
。

こ
の
中
岳
の
合
戦
で
最
強
な
代
撤
一
流

戸
山
止
め
た
勇
士
「
長
岡
越
前
・
庄
左
近

太
夫
」
の
塚
が
南
川
内
に
通
じ
る
市
道
の

傍
ら
(
横
畑
バ
ス
停
の
所
)
に
あ
り
、
今

で
も
花
や
水
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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麻
し
ん
(
は
し
か
)
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

該
当
す
る
幼
児

生
後
四
か
月
j
η
か
月

ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者

実
施
期
間

9
月
1
日
同
i
平
成
7
年
3

月
紅
白
倒

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
野

はしかは

恐ろしい病気です

口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院

料
金

無
料

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
。
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

はしかはだれでも一度はかかる病気であり、

かかってしまうと強い免疫ができて、一生涯再

びかかることはありません。

はしかという病気は軽く見られる傾向があり

ますが、肺炎を起こしたり、脳炎を併発するこ

ともあり、まれには、はしかにかかってから数

年後に、亜急性硬化性脳炎SSPEという遅発

性脳炎が起こることも注目されています。ほか

の重い伝染病がなくなった現在では、はしかは

子供にとって、一番重い病気になりました口

ワクチンで予防すべき病気になったのです。

1回の接種で95%以上の人が免疫を得ることが

でき ます。一度はしかにかかると二度とはしか

にならないのと同様に、ワクチンに 1回接種に

よって免疫ができた場合は一生涯、はしかにか

からずにすみます。

予防接種で恐ろしいはしかを防ぎましょう /

ー面面通

福函ー-
G扇面通

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

健康増進課 持参だく のはとき、 てだく 個接種別です の聞に 第期終がわ1 週の聞8 生後か月31 生後古か月ら3 、

いき 母子健康手帳いさ。 ごjの 接種回し1 てつ 隔で聞 4か月8 

D 予約で から 3 
回 の

接種指定医院

医 院 名 住 所 電話番号

寺 井 医 院 玖島 1丁目 5 2 -3 5 7 4 

松 尾 医 院 玖 島 1丁目 5 2 -4 4 1 2 

田川小児医院 東 本 町 5 2 -4 000 

近 勝 医 院 東 本 町 54-1166 

出口小児科医院 諏 訪 3丁目 5 2 -2 2 5 2 

与 那 城 医 院 池田新町 5 3 -5 5 7 5 

野口内科こども医院 西大村本町 5 2 -2 3 3 9 

須田小児科医院 植松 3丁目 5 4 -7 2 0 0 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 55-8 3 5 5 

牧 山 医 院 宮小路 2丁目 5 5 -7 831 

健康子レホシザーピ
会23-4646

月 めまい
9 火 手術後の寿命

の月 水 学童検尿・ 3歳児検尿

ナ 木 じんましん

金 歯磨きの基本(2)電動歯ブラシの・マ
土日 早産と頚管無力症

複
十
字
シ

i
ル

翻

案

募

集

結
核
を
な
く
し
て
健
康
で
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
毎
年
、
結
核
予
防
事
業

資
金
の
助
成
、
国
際
協
力
な
ど
に
よ
り、

「複
十
字
シ
l
ル
」
に
よ
る
募
金
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
口

こ
の
募
金
運
動
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

世
界
2
1
0
か
国
以
上
で
国
民
的
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
l
ル
も
そ
れ

ぞ
れ
の
国
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
「
複
十
字
シ
l
ル
」
が
皆
さ
ん

か
ら
親
し
ま
れ
、

よ
り
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
、
同
シ
l
ル
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

テ
1

マ

「
自
由
テ
l
マ
」
(
写
真
不
採

用
)

色
彩

蛍
光
色
以
外

記
入
文
字

日
本
(
漢
字
)
・
宇

(
複
十

字
マ
l
ク
は
赤
色
で
記
入
)
・

1
9
9
5

j
9
6
「す
こ
や
か
に
」
ま
た
は
「
し
あ

わ
せ
に
」
の
い
ず
れ
か
(
文
字
や
マ

l
ク

は
位
置
の
指
定
だ
け
で
も
可
)

用
紙
と
寸
法

用
紙
は
ケ
ン
ト
紙、

ま
た

は
白
上
質
紙
。
縦
1
0
8
m
×
横
卯

問
。

( 

nu
 

噌

E
よ

ス

使い方

出
品
方
法

図
柄
は
台
紙

(
1
7
0
m
×

1
5
0
m
)
に
貼
り
、

台
紙
の
裏
面
に
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
(
学
校
名

・
学

校
住
所

・
学
年
)

・
電
話
番
号
・
図
柄
の

名
称
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先

制
附
結
核
予
防
会
事
業
部
資
金
課

(干
山
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
1
j
3

j

ロ)

締
め
切
り
口
月
刊
日
同
(
当
日
消
印
有

効
)

賞
金

1
等
叩
万
円
ほ
か
(
小
・
中
・
高

校
生
の
部
の
ジ
ュ
ニ
ア
賞
も
あ
り
ま
す
)

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

仁



福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

心
身
障
害
者

・
母
子

・
寡
婦

・
未
婚
の

女
子

・
寡
男
・
父
子
・
老
保
障
害
の
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
9

月
初
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
通
知
書
を
発
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

.
印
鑑
・
健
康
保
険
証

・
現
在
使
用
中

の
受
給
資
格
者
証

・
通
知
の
ハ
ガ
キ

・
障

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区

舟
津
、
祝
崎
、

蔦
川
内

委
員
名

畑
中
純
子

(西
部
町
1
7
2
5

番
地、
宮
@
1
0
7
1
)

平成 6年 9月号

婦
人
が
ん
検
診

受

付

中

広報おおむら

市
で
は
、
初
才
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
婦
人
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
お
早
目
に
グ

害
者
医
療
の
該
当
者
は
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
・
今
年
1
月
2
日
以
降

に
転
入
し
た
人
、
扶
養
義
務
者
が
市
外
に

在
住
の
人
は
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
が
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

福
祉
課
で
9
月
5
日
か
ら
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
叩
月
1
日

申場 倒 実
込所 、施
先 10日

市月
健 立 3 9 
康病日月
増院 伺)26 
進、日
言果 5 伺)

日
(水)28 

日
(水)

30 
日

第

5
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

や
さ
し
い
健
康
保
健
講
座

参

加

者

募

集

「
豊
か
な
日
本
」

「豊
か
な
生
活
」
の

反
面、

「
モ
ノ
」
に
固
ま
れ
た
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、

あ
る
面
生
き
づ
ら
く
、

一
億

総
ス
ト
レ
ス
時
代
と
い
わ
れ
る
様
に
、

心

の
悩
み
や
精
神
の
病
気
が
顕
著
に
現
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
精
神
保
健
に
つ
い
て
の

基
礎
を
勉
強
し
、
心
に
悩
み
の
あ
る
人
が

か
ら
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

程

月 日 場 所

9月20日ω 市役所

9月21日(水)
西大村出張所

(中地区公民館)

9月22日体)
竹松 ・萱瀬・松原

各出張所

9月26日(月)
福重 ・ニ浦-鈴田

各出張所

9月27日ω 市役所

日新更地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
も
の

で
す
。

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

奮
っ

て
ご
参
茄
く
だ
さ
い
口

期
間

9
月
7
日
制
j
H
月
日
日
閥
、
毎

週
水
曜
日
(
全
日
回
)

時
間

午
後
1
時
初
分
j
4
時

場
所

大
村
保
健
所

定
員

初
人

参
加
費

l
、0
0
0
円

(資
料
代
)

受
講
申
込
先

大
村
保
健
所

(西
三
城
町

ロ
番
地
、
宮
@
2
1
9
3
)
ま
た
は
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8
番
地
、
宮

@
1
3
5
1
)
 

被
爆
者
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

対
象
者

被
爆
者
手
帳
、
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間
・

午
前
叩
時
j
日
時

・
午
後
1
時
j
2
時
鈎
分

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

祉
課
庶
務
係

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
固

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

午前 9時30分~午後4時間時

r~~ ら事長蹴倒
題念演義夫会

皆さん多数のご来場をお待ちして

います。

¥ 

9月13日ω、午前10時

福祉セ ンター 2階集会室

日時

場所

第

3
回

健
康
・
福
祉
ま
つ
り

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
市
民
の
健
康
づ

く
り
と
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 程 実施場所 対象地区

8/30 (刈 福 祉セ ンタ ー 大村

8/31 (湖 市 コ ミ セ ン 大村

9/1 (木) 市 コミセ ン 三浦、鈴田、大村

9/2倒 ネEi千止セ ンタ ー 西大村 、萱 瀬

9/6 (火) ネ~干止 センター 西大村

9/7 (水) 竹 松 出 張所 竹松

9/8 (対 松原 出 張所 福重、 松原

老人作品展示会
皆さん多数のご来場をお待ちして

います。

日時 9 月 8 日 (木:) ~10 日(土)

午前 9時~午後4時

福祉センタ一大会議室

手芸、工芸、絵画、 書道

盆栽、陶器など

市老連イ崖

~ ~白=吃E

展示品

主

市
民
総
参
加
の
健
康

・
福
祉
ま
つ
り
を
行
一

い
ま
す
。
協
力
や
協
賛
い
た
だ
け
る
団
体
-

な
ど
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

目
月
刊
日
開

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

句

i
4l
i
 



験
試験職種 戸;xら， 験 資 格

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和41年 4月 2日から昭和48年 4月 1日までに生まれた人

一般事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和48年 4月 2日から昭和52年 4月 1日までに生まれた人

文化財研究員A 学校教育法による 4年制大学を卒業して、学芸員の資格を有し、かつ考古学に関する専門的知

識をもっ人(平成 7年 3月までに卒業見込みで学芸員の資格取得見込みの人を含む)で昭和39

年 4月 2日以降に生まれた人

文化財研究員B 学校教育法による 4年制大学を卒業し、日本の中・近世初頭の対西欧交渉史に関する専門的知識を

有する人(平成 7年 3月までに卒業見込みの人を含む)で昭和39年4月2日以降に生まれた人

薬 剤 日市 薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免許を有する人(平成 7年 4月に行われる予定の国家試験に

合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和41年 4月 2日以降に生まれた人

看護婦(士) 保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(土)免許を有する人(平成 7年 3月に行われ

る予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和42年 4月 2日以降に生まれた人

診療放射線技師 診療放射線技師法による厚生大臣の診療放射線技師免許を有する人(平成 7年 3月に行われる

予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和45年 4月 2日以降に生まれた人

臨床検査技師 臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律による厚生大臣の臨床検査技師免許状を有する人

(平成 7年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和45年 4

月 2日以降に生まれた人

調 理 員 学歴は問わないが、調理師法による都道府県知事の調理師免許を有する人(調理師法による厚

生大臣の指定する調理師養成施設を平成 7年 3月31日までに卒業し、免許取得見込みの人を含む)

で昭和45年 4月 2日から昭和52年 4月 1日までに生まれた人

初級土木 品等学校卒業程度の学力を有し、昭和48年 4月 2日から昭和52年 4月 1日までに生まれた人

看護助手 最終学歴が学校教育法による中学校もしくは高等学校卒業の人(平成 7年 3月31日までに高等

学校卒業見込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和48年 4月 2日から昭和52

年 4月 1日までに生まれた女子

清掃現業員 最終学歴が学校教育法による中学校もしくは高等学校卒業の人(平成 7年 3月31日までに高等

学校卒業見込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和48年 4月 2日から昭和52

年 4月 1日までに生まれた男子

試用採貝職市

申込期限/9月22日，(木)
第 1次試験/10月23日(日)

応募方法/所定の申込用紙(人事課または、各出張所に
あります)に記入のうえ応募してください。

問い合わせ/人事課人事係 (ft@4111内線270~272)

採用の条件/市内に住んでいる人または、採用後住むこと
ができる人

採用人員/各職種とも若干名
ただし、看護婦(士)は20数名程度

採用予定日/平成 7年4月 1日

国
家
公
務
員
採
用
認
験

H

高
等
学
校
卒
業
程
度
リ

海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大

学
校
学
生

受
験
資
格
昭
和
羽
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で

①
高
校
卒
業
お
よ
び
平
成
7
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
専
の
第
3
学
年
の
課
程
終
了

お
よ
び
平
成
7
年
3
月
ま
で
に
課

程
終
了
見
込
み
の
人

③
そ
の
ほ
か
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
人
な
ど
、
人
事
院
が

①
と
同
時
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

申
込
期
間

9
月
1
日
側
j

U
日

ω
 

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局
(
干
印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
j
H
j
1
8
0
9
2
・
4
3

1
・
7
7
3
3
)

銃
砲
万
剣
類

登
録
審
査
会

日
時

9
月
ロ
日
∞
、
午
後
1
時

j
3時

場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
筑
後
町
)

持
参
す
る
も
の
当
該
銃
砲
万
剣

類
、
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
、
申

請
者
本
人
の
印
鑑
(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

・
登
録
証
交
付
手
数
料

1
件

5
、2
0
0
円

.
登
録
証
再
交
付
手
数
料

1
件

2、
7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
・
県
教
育
庁
文
化
課

(
8
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

・
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所

.
市
文
化
課

円
ノ

μ

唱

E
i

危
険
物
取
扱
者
認
験

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
(
全
類
)
、
丙
種

試
験
日
時
日
月
加
目
印
刷
、
午
前

O
寺

市
E
4
門
門
H

願
書
申
込
期
間

9
月
四
日

ωj叩
日
幽

※
願
書
は
、
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)
 

大
村
市
歴
史
博
物
館

を
知
る
会
(
学
習
会
)

日
時

9
月
9
日
樹
、
午
後
7
時

j
9
時

場
所
商
工
会
議
所
大
会
議
室

(
無
料
)

内
容
先
進
地
報
告
、

基
本
計
画

説
明

主
催
活
き
活
き
お
お
む
ら
推
進

会
議

問
い
合
わ
せ

文
化
課



第
M
M
田

県
発
明
工
夫
展
開
催

募
集
作
品
・
平
成
2
年
1
月
1

日
以
降
特
許
庁
に
出
願
済
み
の
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
で
実
施
化
さ

れ
て
な
い
も
の
。

・
実
物
ま
た
は
模
型
を
出
展
で
き

る
も
の
(
縦
、
横
、
高
さ
の
合
計
3

m
以
内
、
最
大
長

1
・
5
m
以
内

重
量
刊
匂
以
内
)

応
募
資
格
県
内
在
住
の
個
人
お

よ
び
、
中
小
企
業
の
発
明
、
考
案
者

応
募
期
間

9
月
1
日
側
j
初
日

制発
表
ロ
月
下
旬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

聞
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
干
制

池
田
2
丁
目
1
3
0
3
j
8
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
内
、
宮

@
1
1
4

4
)
 

ゅ
う
メ
イ
ト

(
ア
ル
バ
イ
ト
)
募
集

平成 6年 9月号

作
業
場
所
大
村
郵
便
局
(
森
園

町
6
6
3
i
5
)

作
業
内
容
郵
便
物
の
区
分
(
局

内
作
業
)

勤
務
時
間

主
と
し
て
夜
間
帯

給
与
単
価
時
間
給
6
2
2
円
j

8
2
2
円
(
夜
間
割
増
あ
り
)

連
絡
先
大
村
郵
便
局
総
務
課

(
宮

@
2
8
0
0
)

広報おおむら

(， 

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

人
と
し
て
生
ま
れ
、
就
職
の
意

欲
と
能
力
を
持
ち
な
が
ら
障
害
が

あ
る
と
い
う
だ
け
で
職
場
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
大
変
悲
し
い
こ
と
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
標
語

懸
賞
募
集

募
集
内
容
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
、
愛
着
と
誇
り
の
も

て
る
わ
が
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
の
合
言
葉
を
考
え
て
く
だ
さ

し
v募

集
期
限
ロ
月
訂
日
出
ま
で

応
募
部
門

一
般
の
部
お
よ
び
児

童

・
生
徒
の
部

募
集
方
法
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

電
話
脅
す
・
氏
名
・
年
齢
・
件
別

・

職
業
(
ま
た
は
学
校
名
・
堂
牛
)
・

応
募
部
門
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。

※
ハ
ガ
キ
1
枚
に
つ
き
作
品
は

1

点
限
り
で
す
。

送
り
先
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行

委
員
会
標
語
募
集
係
(
干
川
東
京

都
千
代
田
区
紀
尾
井
町

3
l
辺
、

例
都
市
計
画
協
会
内
、

2
0
3
・

3
2
6
2
・
3
4
9
1
)

近
年
、
事
業
主
の
方
々
の
ご
理

解
に
よ
り
障
害
者
の
職
場
は
拡
大

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
多
く

の
障
害
者
の
人
が
働
く
機
会
チ
待
っ

て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
働
き
共
に
生
き
る
こ
と
が
自

然
で
あ
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
、

1
人
で
も
多
く
の
障
害
者
の
人
が

働
く
場
と
生
き
が
い
を
持
て
る
よ

う
、
事
業
主
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
労
働
省

・
長
崎
県

・
ハ
ロ
l
ワ
ー

ク
大
村
)

「空の日」フェスタ
とき 9月23日樹、午前10

時から

ところ 長崎空港(管制塔

横ほか)

催し 航空機等展示、体験

搭乗、体験航海など

問い合わせ 大阪航空局

長崎空港事務所(ft@6151)

i 市コミセン 110:00-11:00
9月10日住)l l 

西大村コミセン 114:00-15:00

・うかれバイオリン (アニメ 20分)

・こぶとり爺さん (アニメ 10分)

・さるとかに (アニメ 10分)

9月10日出|中地区公民館 110:00-11:00

・長ぐつをはいた猫 (アニメ10分)

・空とぶマウス (アニメ 11分)

・赤ずきん (アニメ 13分)

視聴覚ライブラリー

(ft@ 3 1 6 1 市コミセン内)

問い合わせ

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

取
引
用
・
証
明
用
は
も
れ
な
く

商
庖
・
病
院
・
官
公
庁
な
ど
で
、

商
売
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
は
、

2
年
に

1
回
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る

と
計
量
法
に
よ
る
罰
則
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
を
/

検査日程

月日 場所 時間

9月19日(月)市役所 10 ・ 30~12:00 
中地区公民館 13:30~ 15:00 

9月20日伏) 中地区公民館 10 :30~ 15:00 

9 月 21 日 (水)市民会館 10:30~15:00 

9 月 26 日 (月)竹松出張所 10:30~15: OC 

9月29日(ポ) 福重出張所 11:OO~ 12:00 

ま申し (円 利子悪金額 年月3E月が年64②住重設資金 行を 購含土のむ 築 の

松原出張所 13:00~15:00 

三浦出張所 10 ・ OO~11:00 

商工観光課 問・ 年か限り 3でま白1 た人つ ) (居住たこし 言吉申含書ヲ
9 月 30日(針鈴田出張所 11:30~12:30 

萱瀬出張所 14:00~15:00 

10月 7 日働市役所 10 : 00~12:00 

合せしわ、 年間 該す当人にる 月1初最の 増巳築おぴょ文 のなと
※ 12:00~ 13:00は休みます。(鈴田出張所除く)

律万4 か日ら7償還の 住宅い

持参するもの はかり

手数料 250円~1，300円(種類などで違います)

問い合わせ 商工観光課

円。
4
E
よ



⑥
悶
凶
問
。

市

展

作

CJ 
0ロ

部
門
洋
画
・
日
本
画
・

書

・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品
点
数
写
真
・
書
は
1
人
1

点
、
ほ
か
は
2
点
以
内

※
自
作
未
発
表
作
品

手
数
料

1
点

1
、0
0
0
円

(
高
校
生
は

5
0
0
円
)

申
込
期
間
日
月
5
日
同
j
口
日

目作
品
搬
入
山
月
白
日
開
、
午
前

日
時
j
午
後
1
時
、
市
コ
ミ
セ
ン

日
附
着

切
日
必

締

mm

募

月

応

9
@
 

hv昨
年
の
ミ
ス
大
村
選
彰
式

申 日 作
込 (日)品
先展

覧
-0-

日
月
1
日
ω
j
6

文
化
課

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団

研
修
講
座
受
講
生

-c言
語
と
ア
セ
ン
ブ
ラ
に
よ
る

メ
カ
ト
口
講
座

(
9
月
7
日
側

・

8
日
同
・
ロ
日
開
・
日
日

ω)

受
講
料

1
2
、
0
0
0
円

-
F
A化
の
た
め
の
牽
肩
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
研
隻
崖

(
9月
日
日

ω-

H
日
凶
)

受
講
料

1
5
、
0
0
0
円

-
画
像
処
理
技
術
講
座

(
9
月
お

日
側
j
初
日
幽
)

受
講
料

9
、0
0
0円

・
機
械
系
技
術
者
の
た
め
の
基
礎

講
座

(
9
月
初
日
j
ロ
月
日
日
、

毎
週
金
曜
日
)

住

で

)

居

書

2

に

:

込

2

内

し

申

2

市

叫

の

4

、

伽

定

女

@

で

日

所

U

E

生

り

と

ζ
了

1

刻

頃

呉

川

町

(

の
，
S
写

身

日

婚

入

の

全

印

刷

未

く

内

担

の

除

以

身

己

で

を

月

。

半

せ

明

ま

生

か

い

上

わ

筋

歳

校

5

さ

で

合
一
T

n
高

近

だ

判

い

(

~

(

最

く

L
問

所

歳

人

で

、

・

議

日

る

法

ん

は

み

会

い

方

込

真

込

工

格

て

込

し

写

し

商

資

し

申

申

※

申

受
講
料

1
8
、
0
0
0
円

-
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
講
座

(
9
月
7
日
附
・8
日
閥
、
1
泊
2
日
)

受
講
料

1
4
、
0
0
0
円
+
宿

泊
費
、
テ
キ
ス
ト
代

問
い
合
わ
せ
肘
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目

1
3
0
3
j
8
8

@
1
1
3
8
)
 

ワ
ー
プ
ロ
筏
術
講
習
会

受
講
生

資
格

受
講
後
、
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性
(
初
心
者
)
で
、
全
日

程
出
席
可
能
な
人

科
目
ワ
ー
プ
ロ

3
級

定

員

初

人

日

時

日

月
3
日
∞
j
ロ
月
2
日

倒
(
土
、
日
曜

・
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
日
時
j
ロ
時
鈎
分

場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校

諌
早
校
(
諌
早
市
栄
田
町
)

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
期
間

9
月
1
日
同
か
ら
定

数
(
犯
人
)
に
達
す
る
ま
で

※
申
込
書
は
同
学
校
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
(
長
崎
市
茂
里
町

8
0
9
5
8
@
9
0
3
0
)
 

尺
八
入
門
講
座
会
員

初
心
者
対
象
で
す
。

日

時

日

月
j
平
成
7
年
1
月
ま

で
毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
j
9

時場
所
市
コ

ミ
セ
ン

講
師
吉
田
枯
山
先
生

会

費

月

額

2
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

柴
田
(
宮
@
3
8
2
9
)

木
彫
教
室

「
家
現
会
」
会
員

木
の
ぬ
く
も
り
に
ふ
れ
な
が
ら

身
近
に
使
う
作
品
を
、
コ
ツ
コ
ツ

彫
っ
て
い
ま
す
。

日

時

第

1
・
3
火
曜
日
、
午
前

日
時
j
午
後
3
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

額

2
、
5
0
0
円

連
絡
先
朝
長

(
宮
@
2
8
9
3
)

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員

①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
来
年
4
月
に
小
学
1
年
生

に
な
る
人
)
叩
人

②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
来
年
4
月
に

小
学
3
年
生
i
4年
生
に
な
る
人
)

日
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・

氏
名
・
学
校
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先
市
教
育
委
員
会
・
渡
海

側

(
干
附
玖
島
1
丁
目
お
)

スボ
カ l
ウイ
ト
リ

ダ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
ゲ
l
ム
や

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
お
世

話
で
き
る
人

対

象

初

歳
以
上
の
男
女

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
教
育
委
員
会

・
渡
海

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 2 3DK 23，200 

1種 原口住宅 1 3DK 24，700 

久原第二 2 3DK 21，200 

池田アパート 1 2K 9，200 

2種 池田第二 l 2K 3.300 

古賀島 1 3DK 25，000 

市営住宅入居者

同

(
〒
附
玖
島
1
丁
目
お

必
斗
ム

4
E
i
 

料
理
教
室
会
員

「
に
ん
じ
ん
グ
ル
ー
プ
」

和
食
・
洋
食
・
中
華
料
理
か
ら

お
や
つ
作
り
ま
で
、
み
ん
な
で
楽

し
く
料
理
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

定
例
日

第
2
・
4
水
曜
日
、
午

後
7
時
j
9
時

場

所

中

地
区
公
民
館

会

費

月

額

2
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

立
森
(
宮

@
4
4
4
2
)

申込期限 9月12日目)

抽選日 9月20日(刈

入居日 10月 1目的

※池田アパートと池田第二住宅は単身向きで

す。

申し込み・問い合わせ

午前10時30分 ~

建築課住宅係

( 込申し 込期間申 用紙

大村パス み・ の配布 ー巴2l昌一よl 

タ間 9 住
lい月 9
ミ212月宅
ナ 日 5

宮@ 休日jら 畳-g昏

8 
2 
5 

、、ー，〆



平成 6年 9月号広報おおむら

G 夏
季
市
民
テ
ニ
ス

大
会
(
シ
ン
グ
ル
ス
〉

期
日・9月

日
日
田

同
女
子
B

-
9
月
四
日

ω
一
般
男
子
A
-

同
女
子
A
・
壮
年

-
9月
幻
日
倒

予

備

日

※
A
お
よ
び
壮
年
は
県
体
予
選
を

兼
ね
ま
す
。

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
ー

ト
場
横
)

一
般
男
子
B
・

ご
寄
付

参
加
資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者
(
高
校
生
は
除
く
)

参
加
料

2
、
0
0
0
円

(
た
だ

し
協
会
員
1
、
5
0
0
円
)

申
込
期
限

9
月
4
日
間
、
午
後

7
時
ま
で

申
込
先
市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
滝

岡山
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
j
1

8
@
7
6
8
6
)
 

※
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
:
参
茄
料
は
不
参
加
の
場
合

で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
申
込

後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
口

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

@
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
花
浦
久
雄
(
玖
島
3
丁
目
)
叩

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
辻
田
ト
シ
エ
(
竹
松
町
)
5
万

円V
田
中
賓
(
須
田
ノ
木
町
)
叩
万

円

(
敬
称
略
)

@
一
般
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
地
の
会
H
1
万
6
千
5
百
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
ア
イ
フ
ラ
ワ
ー
H
花

V
大
村
市
中
地
区
民
生
児
童
委
員

協
議
会
H
1
万
円

チ
ロ
リ
ア
ン
ク
ラ
フ

山
登
り
、
山
歩
き
の
好
き
な
人

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

例
会

・
毎
月
1
回
近
く
の
山
を
歩
き
ま

す
。

・
年
数
回
の
登
山

年
会
費

3
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

寺
井
(
宮
@
1
3
1
7
)

大
村
健
康
ウ
ォ

l
ク

ク
ラ
フ

さ
あ
秋
で
す
。
み
ん
な
で
さ
わ

や
か
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

、っ
。

例
会

毎
月
1
回
(
日
曜
日
)

V
大
村
高
校
H
慰
問

V
向
陽
高
校
H
慰
問

V
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
野
菜

V
昭
和
運
輸
H
ジ
ュ
ー
ス

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
長
崎
県
畜
産
養
鶏
農
業
協
同
組

合

H
た
ま
ご

V
鈴
木
・
井
手
・
平

・
中
尾
・
好

田
・
和
田
理
容
庖
H
理
容
奉
仕

V
立
正
佼
成
会
H
供
養

V
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
H
慰
問
・

1
万
円

三
彩
の
里
へ

V
田
下
理

一
(
原
町
)
5
千
円

V
入
口
勇
(
原
町
)
3千
円

近
傍
の
コ
l
ス
約
叩
凶
j
日
凶

を
歩
き
ま
す
。

※
健
康
ウ
ォ

i
ク
に
つ
い
て
コ

l

チ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

年
会
費

3
、
0
0
0
円
(
保
険

料
を
含
む
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
@
4
2
8
2
)

レ
デ
ィ
ー
ス

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

期

間

叩

月
日
日
よ
り
毎
週
土
曜

日
(
日
回
程
度
)

対
象

女
性

時
間

午
後
6
時
初
分
j
8時

場
所

屋
内
プ
ー
ル

参
加
料

2
、
0
0
0
円
(
保
険

料
を
含
む
)

申
込
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

V
野
口
作

一
(
原
町

)
3千
円

V
平
田
晴
幸

(
原
町
)
3
千
円

V
渡
辺
強

(
原
町

)
3千
円

V
演
崎
貴
夫
(
桜
馬
場
1
丁
目
)

2
万
円

V
額
田
カ
ラ
オ
ケ
ホ
l
ム
H
5
千

円V
大
村
歩
鳥
短
歌
会
H
5
千
円

V
長
崎
中
央
公
民
館
水
曜
歴
史
漫

歩
会
日

3
千
円

V
長
与
町
丸
田
自
治
会
婦
人
部
H

3
千
円

V
九
州
花
王
販
売
側
長
崎
支
庖
佐

世
保
営
業
所
H
シ
ャ
ン
プ
ー
ほ
か

V
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ラ
イ
ブ
メ
ロ
デ
ィ
ー

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
H
3
万
9
千

期日 10月16日(日)

目的地 久住山(大分県)

集合場所 市役所前(午前 5時30分)、出発(午前6時)、

帰着(午後8時ごろ)

コース 大村→日田→牧ノ戸→久住山→牧ノ戸(入浴)

→日田→大村

携行品弁当、水筒、雨具、軍手、軽防寒着

募集人員 50人(先着順)

参 加 料 大 人6，000円 小・中・高生4，000円

申込期限 10月6日(木)

申し込み・問い合わせ

大村山岳会 (ft@1 8 5 4池野)

4
7
2
円

V
全
磯
連
西
九
州
支
部
竿
舞
会
H

缶一大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
中
尾
セ
イ
コ
ー
ド
l
薬
局
H
医

薬
品
ド
リ
ン
ク

慈
恵
荘
へ

V
福
本
愛
子
(
木
場
1
丁
目
)
1

万
円

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
工
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
リ
作
業
奉
仕
・
花

V
大
村
市
役
所
H
花

V
草
野
鷹
男
(
南
高
来
郡
南
串
山

町
)
慰
問

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
中
里
名
)

手
芸
教
室
指
導

V
松
永
シ
ズ
エ
ほ
か
H
生
け
花
指

導光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
園
へ

V
水
田
老
人
会
H
慰
問

V
ヘ
ア
メ
イ
ク
2M
H
理
容
奉
仕

V
か
と
う
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ア
l
ト

バ
レ
エ
大
村
支
部
H
招
待

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上

曹
会
H
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
歯
阜
会
H

作
業

清
和
園
へ

V
親
奉
会
H
理
容
奉
仕

-15-



カレジター9月
9
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税

(
3
期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1歳 6か月児健康診査 市コミセン 14日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 
⑧12 : 45~13:10 ⑮母子健康手帳、ズボン

1日 @平成5年2月生まれ(4年9月 ~5年 1月生 倍。 定期巡回献血市役所 9:30~12:00 
まれで、まだ受けていない人も受診して

。村 ください) 15日 当番医

@母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親(木・祝)
(内-小)野口内科こども医院西大村本町宮@2339

子とも)(お母さんの歯科健診も実施します)
(眼)みね眼科 東本町 宮~3011

16働日 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 
妊婦教室(5) 市コミセン 9 :30~ 13:00 ⑪⑮… 2日幽と同じ

28 ⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁
17住E)ヨ

信自
成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 耳とことばの相談 福祉センター 13 : 00~15:00 

@40歳以上⑪血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか
18日 当番医

4日
当番医

(日)
(内)早田内科医院 竹松本町 宮@3530

(内-外)渡辺医院 松原1丁目告@8275 (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮@3070
(日) (産)後藤産婦人科医院 西大村本町宮@6015

20(拘B 乳幼児健康相談 鈴田出張所 ②9:30~11:00 

安産教室~ラマーズ法を練習しましょう~
2制1日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

5日
市コミセン 9 :30~ 11 :00 ②9 :OO ~ 9 :30 

⑮母子健康手帳
⑮母子健康手帳、ズボン

(月) 一般健康相談市役所 13:00~16:00 3歳児健康診査大村保健所

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ③9:15~9 ・ 45 13 ・ OO~13:30 

6 Eヨ 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑤13:30~15:00 22日 ⑪平成3年3月生まれ(2年9月 ~3年2月生

(問 (刻 まれで、まだ受けていない人も受診して

間 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~ 16:00 ください)

⑮母子健康手帳 ⑮母子健康手帳、問診票

開
機能訓練根気の会 福祉センター集合 10:00 23日 当番医

⑪ぶどう、なし狩 り
(金・祝)

(内・消)南野内科消化器科医院束三城町宮@3731

1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健診 (外)松尾外科医院 東本町 宮@3331
9日

も実施します)市コミセン ③12:45~ 13:10 25日 当番医
信訪 ⑮⑮…1日(木)と同じ

(日)
(胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮@1507

当番医 (外・内)田崎医院 古町1丁目宮@)1234
11日

(内・小)中村医院東本町 告@2733
26日 乳幼児健康相談三浦出張所 ③9 : 30~11:00 

(日) (外-内)原医院 宮小路 1丁目 n@S427 ことぼの教室 市コミセン 13:30~ 16:00 
ことばの教室市コミセン 13:30 ~ 16:00 (月) ⑮@12日伺)と同じ

12日
(初めての人は、健康増進課まで電話で

28倍。日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16:00 
申し込んでください) ⑮母子健康手帳

(月) ⑮母子健康手帳、 ⑮ことばの発達などが
3智 機能訓練根気の会 東彼杵児童体育館

気になる幼児 集合福祉センター ⑮生き生きパラリンピック

13日 乳幼児健康相談市コミセン 略号の説明 @ 対象 ② 受附 ⑪ 崎 | 
③9 : 30~ 11 :00 、 13:30~15:00 ⑮…持ってくるもの

(!k) ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九
州
凸
版
側

にノ

8月 1日現在
言十 77， 993 

(+165) 
3 7司 374
(+ 8 7) 

4 0司 619
(+ 7 8) 

2 4句 952
(+ 5 2) 

人口の動き

男

女

人口

世帯数

ああ
ラヲ騎手〆

吟白色

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています D

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 2日・金 10: OO~ 15 : 00) 
行 政 相 談 ( 8日・木 9: 30 ~ 12 : 00) 
法 律 相 談 (21 日・水 10:00~15:00)
(申し込みが'10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (22 日・木 13:00~16:00 )
交通事故相談 (27日・火 10: 00 ~ 16 : 00) 
年金相談 (28 日・水 10:00~15:00)

※受け付けは午前 8時30分から行っています。

9
月
の
定
例
相
談
日

)は前月比

ρ
h
u
 

9月の大村ボート(3 日 ~7 日、 13 日 ~18 日 .MB大賞、

22 日 ~25 日、 30 日 ~10月 3 日)
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